















































    『為仲集』升形本（橘為仲の家集）
    『曽丹集』升形本（曽禰好忠の家集、三種類の書風？）
    『出羽弁集』（出羽弁の家集、二種類の書風）等
②『中務集』（中務の家集、二種類の書風）
    『山家心中集』（西行の家集の一つ、三種類の書風）
    『中御門大納言殿集』（藤原宗家の家集、三種類の書風）
    『三位中将公衡卿詠』（藤原公衡の家集）































































































８　古筆展　平安和様書の美（BSN新潟美術館）  //　 ２２　 //　西行　//　 後撰集　//　 白河切













































































THE BULLETIN OF JISSEN WOMEN’ S JUNIOR COLLEGE VOL.３６（２０１５）
図 ２
７行５字目「む（无）」とが隣どうしで、やはり違和感は否めない。
　三首目の三行目は、たった１字ではあるが、行をとって堂々と書写しているのにも、不思議さ
を覚えずにはいられない。
おわりに
　本稿では、改めて伝西行筆「白河切」を確認するとともに、新出の「白河切」２葉について、
その特異な書写形態について考察を行った。
　線には肥痩が見られ、緩急自在に運筆している。また、隣どうしで同じかなを配しようが、
まったく頓着せずに書き進めている感があることも判明した。
　また、『新撰古筆名葉集』所載「白川（河）切」の「二行書」というのには反し、ほとんどが三
行書きであることを確認した。新出の一葉では、その三行目にわずか一字であるものの、行を確
保し、書写していることも明白となった。
　今後の課題として、他の「白河切」とも見比べ、今回の特異な書写形態がどの程度普遍的なも
のなのかを考察したい。また、使用字母の問題等についても検討したいと思う。
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